
2014～2015年度 No.1

第 8回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

塩月地区ガバナー 近藤第１副地区ガバナー 村木第２副地区ガバナー

○  L 佐原 幸雄　委員長　 ○  L 矢田部  満 副委員長 ○  L 伊藤 雅行  副委員長

×  L 太田 正利　副委員長 ○  L 茶谷 彰彦　委員 ○  L 宇田 英樹　委員

○  L 篠﨑 美千代　委員 ×  L 上辻 利隆　委員 ×  L 大和 祥郎  委員

×  L 片山 弘道　委員 ○  L　 荘　英隆　SPA  L　　　　         委員

 L　　　　         委員  L　　　　         委員  L　　　　         委員

 L　　　　         委員  L　　　　         委員  L　　　　         委員

 L　　　　         委員  L　　　　         委員  L　　　　         委員

 L　　　　         委員  L　　　　         委員  L　　　　         委員

○ Ｌ増田　正明事務局長 ○ Ｌ桂　太郎副事務局長

○ Ｌ伊賀　保夫副幹事 合計 １０名
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出　席　者

　出席オブザーバー

次　　　第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ伊藤　雅行

委員長あいさつ、司会・議事録記録者の指名

担当副幹事あいさつ・連絡事項

３月～４月の地区内イベントの取材について

地区ＨＰの更新状況

地区ＨＰへのキャビネット配布文書の掲載方法について

次回委員会の開催予定についての確認

会員増強委員会作成のＨＰについて

年次大会映像部会の準備事項について（年次大会・キャビネット会議での映像資料の作成準備）

その他

委　員　会　報　告

IT委員会

 L　佐原　幸雄

　２０１５年3月18日　水曜日　１５時４５分 ～ １７時３０分

キャビネット事務局会議室（大）

議　　　題

審議経過事項の概要

佐原委員長より司会を伊藤副委員長が指名、議事録作成者に宇田委員が委嘱された。

年次大会当日が円滑に進行するよう事前準備への協力要請とあいさつがあった。

伊賀担当副幹事より池袋芸術劇場での３．１１復興支援イベントは皆様方のご協力で

成功裡に終了したことに感謝したい旨表明があった。また、休む間もなく来月には年次

大会があり体力的にもハードな日々が続くが緊張感を持続させ達成感のある年次大会

したために年次大会への対応が手薄になったことは否めず、これから集中的に取り組ん

でいきたい。肌感覚として前回６０回大会よりも若干盛り上がりに欠けている印象なので

改めて周知を図り懇親会への参加も併せて促したいとのあいさつがあった。

に仕上げたいとの思いを語られた。特に３．１１のイベントに時間と労力を継続的に投下

前回の打ち合わせどうり

茶谷委員が投稿作業に参加、３．１１イベント素材の投稿も後日対応いただくよう要請
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作　成　者

次回開催日時
　　　　　　場所

　２０１５年４月２３日　木曜日　１５時４５分 ～ １７時３０分

キャビネット事務局会議室（大）

アワードの映像については伊藤副委員長が担当し表彰者リストが決まり次第、早々に

次回委員会日時場所を確認し矢田部副委員長のあいさつで閉会した。

議　　　題

審議経過事項の概要

され、佐原委員長よりＩＤ及びＰＷ発行と管理者権限についての説明があった。

用と労力を投下するよりも削除或いは閲覧不能にすべき該当箇所を個別具体的に対応

対処すべきが妥当と考える。更に、今後におけるケーススタディとして申し送りすべき案

は桂副事務局長より「写真とテロップ」との依頼があった。

件として記憶に留めておくことは必要であると考える。との見解に落ち着いた。

３月１６日（月）に行われた検討会議（別紙：検討会議録）の内容をもとに検証を行った。

「キャビネット1年の歩み」の映像については荘ＳＰＡがシナリオを担当し校正、編集を経

て４月６日の全体会議で試写できるよう段取りをする事とし、幹事団のコメントについて

地区ＨＰ上の復興支援イベント欄でイベント関係者の秘匿事項に属する資料が閲覧可

能な状態になっていたことに関して、増田事務局長および事務局スタッフ２名同席のも

とで対応策が検討された。多少の閲覧制限を施した資料物であったとしても地区ＨＰに

　Ｌ宇田 英樹

No.2

特になし

今回の年次大会では選挙がないので信任投票のカタチになる模様。また、年次大会当

日は８時の集合から懇親会終了までの長丁場なので各自緩急をつけた対応で臨んで

作成する事とした。

頂きたいと佐原委員長から言及があった。

掲載している趣旨を尊重しながら且つインターネット上のリスクを技術的に解決すること

に傾斜することは現状において種々の理由から必ずしも歓迎されるとは言い難い。

今回の例はむしろレアなケースと認識しているので今後起こりうるケースを想定して費


